
生体内の遺伝子発現解析マップ - Body Atlas

組織（器官、細胞）をクエリにした場合、その場所で発現する遺伝子群の強度比較表や
特異的に発現する遺伝子を調べることができます。

各遺伝子の発現について全組織の平均発現値と比較したFold changeが計算されていま
す。この平均値をコントロールとして各組織に関する特異的発現遺伝子をリストにする
ことができます。

トランスレーショナルサイエンスを支援する
全ての研究者のためのビッグデータプラットフォーム

発現量の少ない特異的遺伝子・タンパク質はデータがその他ハウスキーピング遺伝子等
に隠れてしまうため通常のアレイ解析やMS/MS等を利用してもその特性を確認すること
ができませんでした。

BaseSpace Correlation Engine

Correlation Engineは以下（一部）のデータソースからこれらのデータを収集しています。   

遺伝子・タンパク質の組織特異性の解析機能

Correlation Engineは解決策として 
同一タイプマイクロアレイを利用した公開発現解析データと illuminaのNGS-HiSeqを使
用して得られたRNA-Seqデータを利用して、ヒト・マウスの健常体内器官（組織）や細
胞の遺伝子発現量マップBody Atlasを作成しました。
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Correlation Engineではキーワードクエリ検索で簡単に
発現特異性の高い組織を探し出すことができます。

両薬剤が肝臓を標的としている場合、Pioglitazoneは非常にターゲットに特異性が高く、Troglitazoneは低
いことが分かります。　
Body Atlasは創薬の副作用予測にもたいへん有用なツールです。

遺伝子発現解析データをクエリにすると、変動した遺伝子群の特異性が高い組織を調べることができます。
例として２つの薬剤（Pioglitazone と　Troglitazone）を投与したラットの肝臓から抽出したサンプルの
遺伝子変動のデータをクエリにしました。

クエリを遺伝子にした場合、その遺伝子が特異的に発現する組織（細胞）を探し出します。

遺伝子の各組織における発現値は棒グラフで表示され
標準偏差と全体の平均値を確認することができます。
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